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【別紙】 

 

三沢市教育委員会 平成３０年度 ５月定例会 議事日程 

 

第１ 開会 

 

第２ 会議録署名委員の指名 

 

第３ 会期の決定 

 

第４ 前回会議録の承認 

 

第５ 議事案件 

 議案第 1号 県費負担教職員の交通事故について 

 

第６ 報告案件 

 報告第１号 平成２９年度三沢市教育委員会の事務の点検及び評価に関する報告書

（平成２８年度実績）について 

 報告第２号 平成３１年度三沢市重点事業要望について（教育関係） 

 

第７ その他 

 

第８ 閉会 
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開会  １３時２５分 

                   

○日程第１ 開会 

 

■冨田教育長 

出席委員は定足数に達しておりますので、委

員会は成立いたします。 

ただ今から、平成３０年度５月定例教育委員

会を開会いたします。 

お手元に配布してある議事日程により、会議

を進めて行きます。 

 

                   

○日程第２ 会議録署名委員の指名 

 

■冨田教育長 

会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、立花委員と黒沢委員を指

名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

                   

○日程第３ 会期の決定 

 

■冨田教育長 

会期についてお諮りいたします。 

会期は、本日１７日の１日でよろしいでしょ

うか。 

（「異議なし。」と声あり） 

それでは、本日の１日といたします。 

 

                   

○日程第４ 前回会議録の承認 

 

■冨田教育長 

前回会議録の承認についてお諮りいたしま

す。 

前回の会議録は、お手もとに配布しておりま

す。 

お手元の会議録のとおり承認してよろしい

でしょうか。 

（「はい。」と声あり） 

ご異議がありませんので、承認といたします。  

 

                   

○日程第５ 議事案件 

 

■冨田教育長 

それでは、議事案件に移ります。 

議案第１号 県費負担教職員の交通事故に

ついての議案でありますが、本件は人事案件で

ありますので先例により非公開として別室審

議といたしたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。 

（「異議なし。」と声あり） 

ご異議ございませんので、非公開として別室

審議といたします。 

                   

○日程第６ 報告案件 

 

■冨田教育長 

続いて、報告案件に移ります。報告第１号、

平成２９年度三沢市教育委員会の事務の点検

及び評価に関する報告書（平成２８年度実績）

についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

 

■教育総務課長 

 報告第 1号、平成２９年度三沢市教育委員会

の事務の点検及び評価に関する報告書（平成２

８年度実績）についてご説明いたします。 

 この報告書は、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第２６条の規定に基づき、平成２

９年度において、前年度の事務事業の点検を行

い、外部評価者によって評価し、市議会へ提出

するとともに、広く公表するものであります。 

 報告書の内容でありますが、１ページ目から

３ページ目には、平成２８年度の教育委員会の
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活動状況について掲載しております。４ページ

目から８ページ目には、平成２８年度三沢市教

育委員会施策の方針について掲載しておりま

す。９ページ目から１０ページ目には、教育委

員会の事務の点検・評価について掲載しており

ます。そして、１１ページ目から２３ページ目

には、主な施策の成果報告について掲載してお

り、２４ページから４０ページまでには、事務

事業の点検・評価結果を、そして４１ページに

は、点検評価のまとめを掲載しております。 

 次に、事業の評価についてですが、９ページ

をご覧ください。外部評価者には、税理士の石

橋博仁氏と元市役所職員の中居榮一氏に依頼

し、総評として、平成２８年度三沢市教育委員

会の事務事業については各事業とも「妥当性が

あると判断される」との評価をいただいており

ます。 

 評価者からの、事業に対しての提案、充実・

発展に対する主な意見として、２６ページをご

覧ください。「小中学校営繕事業について」は、

限られた予算の範囲内で取捨選択しながら各

学校要望の営繕事業を行っていると思います

が、子供達の安全・安心にこれまで以上に配慮

して実施して欲しい。また、緊急的な対応が必

要なものには、迅速に対応できるよう期待しま

す。 

 次に２９ページをご覧ください。「総合的学

習推進事業について」、こちらは今後も、より

多くの体験が出来るよう事業内容を精査して

実施することに期待します。 

 ３０ページをご覧ください。「英語教育推進

事業について」は、英語に触れる機会を増やす

ことで、国際交流や異文化理解につながると思

います。今後も様々な企画を実施し、英語での

交流事業が出来るよう期待します。 

 ３３ページをご覧ください。「就学指導・特

別支援費について」は、今後も障がいのある児

童生徒について一人一人の教育ニーズをしっ

かり把握し、自立や社会参加に向けて適切な指

導を行い、支援していく必要があると考えます。 

 ４０ページをご覧ください。「遺跡発掘調査

事業について」は、今後とも、出土品の整理、

保管、調査研究結果の記録等に努めていただき、

その結果を、一般公開することにより、市民の

文化財保護に対する理解が深まることを期待

します。 

 この他にも、様々なご意見やご提言をいただ

いております。 

 後ほど、お手元の報告書をご覧いただきたい

と思います。 

 以上です。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 ただ今の報告に対しまして、委員の皆様から

ご質問あるいは、ご確認などはございませんで

しょうか。 

 

■宮野委員 

 今説明されたとおり、全部が妥当だという風

に評価されているように感じましたが、そうい

うことでよろしいでしょうか。 

 

■教育総務課長 

 すべての評価・事業に対しまして「妥当性が

ある」との回答をいただいております。 

 

■宮野委員 

 評価者の選定というのは、どのような形で誰

が選ぶのでしょうか。 

 

■教育総務課長 

 事務局内にて協議し、決定させていただいて

おります。 

 

■宮野委員 

 分かりました。 
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■冨田教育長 

 その他ございませんでしょうか。 

 

■相沢委員 

 全体的に妥当性があるということですが、こ

こに総合意見として書かれているとおり、現状

に満足することなく、それぞれの分野で工夫し

ながらやっていかなければならないと思いま

す。 

 この意見をしっかり受け止めて、今後に活か

してほしいと思います。 

 

■冨田教育長 

 その他ございませんでしょうか。 

 

■立花委員 

 今説明を受けてもなかなか理解ができない

部分もあるので、何日か前にでも資料を頂けれ

ば、私たちも細かいところまで目を通せるので

可能であれば、次回はそのようにお願いします。 

 

■教育総務課長 

 分かりました。 

 

■冨田教育長 

 その他ございませんでしょうか。 

 

■黒沢委員 

 先程の質問と同様かもしれませんが、評価を

された方がこの石橋さんと中居さんのお二方

になるのですね。 

 

■教育総務課長 

 はい、そのとおりでございます。 

 

■黒沢委員 

 税理士さんということは経費の面での評価

を要求しての人選なのですか。 

 

■教育総務課長 

 経費や予算の面での人選理由ではなく、一般

市民の方というスタンスの中で、有識者の中か

らの知見を得たいという趣旨で選ばせていた

だきました。 

 

■黒沢委員 

 もし学識経験者や一般市民の方ということ

が目的であるならば、この職名ということにそ

の目的にあった部分の記載があると分かりや

すいと思いました。 

 

■教育総務課長 

 分かりました。 

 次回の報告書では、その点を明示させていた

だきたいと思います。 

 

■冨田教育長 

 その他ございませんでしょうか。 

 無いようですので、平成２９年度三沢市教育

委員会の事務の点検および評価に関する報告

書（平成２８年度実績）については、終わりと

いたします。 

 次に、報告第２号、平成３１年度三沢市重点

事業要望についてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

 

■教育総務課長 

 報告第２号であります。 

 配布資料をご覧ください。 

 来年度の要望になりますが、三沢市の重点事

業を円滑に進めるために、年度当初において翌

年度の県に対する市の重点事業要望事項を取

りまとめ、事業の採択の促進をする要望でござ

います。 

 正式には明日開かれる行政経営会議におき

まして、三沢市として要望を提出するかしない

かを決定するわけでございますが、あくまでも

現時点での教育委員会の要望案ということで
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ご説明申し上げます。 

 今後の日程でございますが、５月２３日に市

選出県議会議員と市議会正副議長に対する説

明会を行います。６月１４日には市議会に対す

る全員説明会を行い、７月２３日に市長が県を

訪問いたしまして、直接知事に説明する予定と

なっております。 

 本日は教育委員会から提出する要望につい

て学校教育課長よりこれから説明させていた

だきます。 

 以上です。 

 

■学校教育課長 

 それでは、報告第２号と書かれた資料の重点

要望事項（仮称：県立イングリッシュラーニン

グセンター設置）について説明させていただき

ます。 

 まず、これまでの経緯について説明させてい

ただきます。 

ご承知のとおり平成１３年度から県立高等

教育機関の設置について要望して参りました。 

また、平成２４年度からは仮称青森県総合英

語教育センターを加え、継続的に要望してきた

ところですが、県では、語学能力や国際性を身

につけた人材育成の重要性は認められるもの

の、新たな県立高等教育機関の設置については

極めて厳しいとの回答でありました。 

そこで、昨年度からは、青森県における英語

教育拠点施設「総合英語研修センター」を平成

２９年３月に改訂された学習指導要領の趣旨

に沿って、さらに一歩進めたイングリッシュラ

ーニングセンターとして要望してきたところ

です。 

これに対して県の方からは、宿泊施設や教育

環境の整った、県総合学校教育センターを有効

かつ積極的に活用していく方針であることか

ら、極めて厳しい状況にあるという回答を得て

いるところです。 

しかしながら本件教育施策の方向性として

県では、夢や志の実現に向け、「知・徳・体」

を育む学校教育における確かな学力の育成に

おいては、「現状と課題」の３番目をご覧くだ

さい。学習指導要領改定の視点である「何が出

来るようになるか」「どのように学ぶか」を重

要課題としており、その課題解決のためには

「聞く、話す、読む、書く」の４技能の到達目

標を県内で共有化し、推進する必要があるとい

う状況にあります。 

 それでは次に、「具体的内容」をご覧くださ

い。 

 今ご説明しました「現状と課題」を受けまし

て、昨年度の重点要望の具体的内容は①から③

にあげた３つとなっております。 

 ①児童生徒や教員の研修を行うための施設

（仮称：県立イングリッシュラーニングセンタ

ー）の設置。 

 ②授業展開するための県担当者（指導主事）

を配置。 

 ③三沢市委嘱外国人の英語指導助手や国際

理解教育プログラム推進事業講師と県担当者

（指導主事）が連携した授業の推進。 

 昨年度は②と③は、一つの文章として、長い

文章となっておりましたので、一つ一つ項目立

てをして、明確に分かりやすくいたしました。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 今までもそのような経緯でやってきました

が、県も決まった予算の中でのやりくりです。   

一方においては、教育機関の増設というのは

時代に合わない部分はあるので、教育委員会と

しましては、方向転換をいたしまして中身で勝

負をしていく形にしてあるということであり

ます。 

それでは、ただいまの報告に対しまして、委

員の皆様からご意見・確認等ございますでしょ

うか。 
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■宮野委員 

 三沢市の特徴、特性である国際化ということ

で、前々から色々と県に要望していることは聞

いておりましたし、回答は非常に難しいような

回答で、毎年来ているということは聞いていま

した。 

先程、課長の説明の中に青森に施設があるの

で、それを利用してという県の回答がありまし

たが、何でもかんでも県庁所在地ではなくて、

三沢という青森市から離れた地域にも県全体

を見通しての英語の施設、そして力を入れてい

くというのはやはり大事なことだと思います。  

結果はどうなるかは分かりませんが、引き続

き強調しながらお願いしていってほしいと思

います。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

その他ございませんでしょうか。 

 

■立花委員 

 ３点と書いてある中で、仮称：イングリッシ

ュラーニングセンターということは、これは案

として既存の施設を利用するのか、もしくは、

新たに施設を作ることを要望するのか、どのよ

うに考えていますか。 

 

■学校教育課長 

 イングリッシュラーニングセンターという

建物が出来ればそれに越したことはありませ

んが、国際交流センターの一部をそれに充てる

ことも含めて検討しているところです。 

 

■冨田教育長 

 その他ございませんでしょうか。 

 

■黒沢委員 

 「現状と課題」の②ですが、求められる生徒

の英語力、教員の英語力といった部分の目標値

（英検３級もしくは準一級程度）は、県で定め

ているものでしょうか。 

 

■学校教育課長 

 これは文部科学省で定めているものです。 

 

■冨田教育長 

 文科省の方では、英検の級であるとか具体的

なパーセンテージも定めていて、国全体、三沢

市を含めて、もうちょっと頑張っていく部分も

出てくるのかと思っていました。 

 英検に関しても、これから英検でいいのか、

同じような国際基準の検定のようなものがあ

りますので、どのようなものがいいのかも幅広

く検討していくことも、検討課題として出され

ています。 

 

■黒沢委員 

 教員は、小学校の教員を示しているのか、そ

れともすべての教員に対して示しているので

すか。 

 

■学校教育課長 

 中・高の英語の資格を持った教諭を対象とし

て、準一級という形を目指すと、小学校につい

ては出来ればという努力的な目標になってい

ます。 

 

■冨田教育長 

 その他ございませんでしょうか。 

 それでは、無いようですので、平成３１年度

三沢市重点事業要望については終わりといた

します。 
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○日程第７ その他 

 

■冨田教育長 

 その他に移ります。 

 各課で委員にお知らせする事項等はござい

ますでしょうか。 

 

■教育総務課長 

 私から２点報告いたします。 

 まず初めに、議会の日程をお知らせいたしま

す。５月２４日が招集・告示。２８日が一般質

問の通告の締切。６月４日が開会で７・８日と

一般質問となっており、１１・１２日が特別委

員会。そして１４日が閉会となっております。 

 続きまして、新年度になってから、これまで

児童生徒のためにたくさんの寄贈や善意があ

りましたので、ご報告いたします。 

 ４月６日には、三沢地区交通安全協会様から

新１年生の為に、「交通安全ランドセルカバー」

の寄贈がございました。同じく４月６日に、三

沢警備保障様から新一年生のために、連れ去り

防止不審者対応啓発グッズ、いかのおすし下敷

きというものが寄贈されてございます。 

 続きまして、４月１４日には、三沢警備保障

様から新一年生のために下校時のボランティ

ア警備をしていただきました。 

 そして５月１４日には中屋敷建設様から、各

小中学校の学校農園、花壇用にと汚泥発酵肥料

ステビアキングの寄贈がございました。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 その他各課からございませんか。 

 

■学校教育課長 

 お手元に陸上競技大会のご案内があるかと

思います。 

 平成３０年度三沢市小学校陸上競技大会の

開催についてご案内ということで配布してお

ります。６月２０日水曜日９時１０分から三沢

市市民の森陸上競技場の方で行われることに

なっておりますのでよろしくお願いします。 

 以上です。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 その他はございませんでしょうか。 

 

■学務課長 

 平成３０年度三沢市立小・中学校児童生徒数

についてでございます。 

 前回、４月７日現在の児童生徒数をお伝えし

たのですが、５月１日が基準日でしたので、そ

の生徒数をお伝えしようと思い準備させてい

ただきました。 

 小学校では、７校で児童数の合計が２１２０

名。そして中学校では、５校で１１２１名。小

中合わせて３２４１名となっております。２９

年度末の児童生徒数と比較しますと、小学校が

１８名の減、中学校が９名の減、全体で２７名

の児童生徒数の減となっております。 

 平成３０年度現在は、このような児童生徒数

となっておりますので報告させていただきま

す。 

 以上でございます。 

 

■生涯学習課長 

 生涯学習課からお知らせがございます。 

 三沢市立図書館の館長が交代となりました

のでご報告いたします。 

 ５月１日付けで旧松林館長がおいらせ町の

教育長になりまして、新しい図書館長として工

藤行文さんでございます。三沢三中で平成２１

年度から２３年度まで校長をしておりました。 

 その方が新しい図書館長になりましたので

ご報告をいたします。 
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 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 その他ございませんか。 

 無いようですので、その他について終わりま

す。 

 

                  

○日程第８ 閉会 

 

■冨田教育長 

最後に、各委員の方から各課の報告を含めま

して何かありますでしょうか。 

 

■相沢委員 

 先程、色々な物を新入生に寄贈していただい

たということで三沢警備保障さんの下校時の

見回りの話がありましたが、具体的にどういう

場所で、もしくは時間帯等がもし知っていまし

たら、どういう様子でやっていたのか聞きたい

と思います。 

 

■教育総務課長 

 ただいま手元に資料がございませんので、詳

細な説明は出来かねますが、４校から依頼がご

ざいました。 

下校時のボランティアをしていただけると

いうことで申し出がありましたけれども、各学

校に対し希望を聴取したところ、岡三沢小学校、

木崎野小学校、三沢小学校、上久保小学校とい

うことでした。 

４校それぞれの時間帯につきましては、学校

ごとにばらつきもございますが、主に１４時位

だと思います。 

下校時間に合わせて岡三沢小学校で３か所、

木崎野小学校で１か所、三沢小学校で１か所、

上久保小学校で１か所、それぞれの交差点に２

名から３名の警備員を配置していただきまし

た。 

岡三沢小学校ですと、校門を出てすぐのヨシ

ダ動物病院あたりの交差点ならびに、岡三沢の

十字路。あと１か所は、今は無くなりましたが

小嶋スタンドの交差点のあたりの３か所。 

次に、木崎野小学校は、校門を出て左側の温

泉の通りに行く十字路。 

三沢小学校ですと農協に行く通りと学校の

裏から来る道路が交差する変則的な十字路の

１か所となります。 

上久保小学校は、県道との交差点の１か所で

ございました。 

 

■相沢委員 

 最近のニュースでよく聞かれる小学校の連

れ去り児童が亡くなったということで、下校の

時の不審者に対しての注意等も話題になって

いるのを聞いて、今のような申し出があったと

いうこともとても嬉しいと思ったのですが、や

はり決まった時間ですと交通事故等の面での

見守りかなと話を聞くと思います。 

 それも大事ですが、市内でも不審者が出た時

は、保護者の方にメールでお知らせする等の対

応は今もしていると思いますが、一方で、子供

自身も先程のいかのおすしのような啓発活動

等で気を付けなくてはいけないという両方の

側面で連れ去りや不審者に対しての注意をや

っていかなければいけないという現状と、更に

もっと気を付けて出来ることはないのかとい

うことを考えていかなくてはいけないのだろ

うと思ってニュースを見ていました。 

 私の把握していることと、現状各学校でやら

れている不審者に対する対応とは少し違うか

もしれないので、分かる範囲で教育委員会また

は、各学校で不審者対応はどういうふうにやっ

ているのかお聞かせいただきたいと思います。 

 

■学校教育課長 

 学校での指導というふうなことになります

と、一般的なことになりますが、先程のいかの
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おすしのことだとか、それから、ＰＴＡや地域

の方々に依頼をして見守りの方をお願いして

いる状況です。 

また、もう一つは、そのような危険だとか不

審な人がいた場合には、黙っていないでＳＯＳ

を出すということで、周りの大人にすぐ知らせ

るとか、そういうことでのＳＯＳを出すという

指導の方をこの前も校長会の方でお願いした

ところです。 

以上です。 

 

■教育総務課長 

 安全対策上の対応といたしまして、教育総務

課では、学校または保護者、警察等からの情報

が入ってきた場合、速やかに全校に対してＦＡ

Ｘまたは電話により情報提供をして注意喚起

を促しております。 

 あと、動物に対しても今春に鹿が出たとか、

これからも猿や熊や様々出るかと思います。 

 また、隣町でしたが土佐犬が逃げた話もあり

ましたので、もしかするとこちらに来るかもし

れないという話がありましたので、事前に情報

提供という関係で丁寧な対応を心がけており

ます。 

 以上です。 

 

■冨田教育長 

 私の方から捕捉になるかどうかは分かりま

せんが、前年度まで私も学校におりましたので、 

学校の登下校の安全というとどうしても交通

事故の方の安全ということにウエイトがおか

れてあります。 

これは、明らかにそのような危険な度合いの

件数のパーセンテージからいけば交通安全の

方が大きいですので、そちらの方におかれてい

ます。 

それから、登校と下校の二つを考えた時には

やはり、登校の方に重きをおかれている部分が

あります。でも、そこのところが少しずつ下校

時の方の安全の部分のいわゆるリスクという

のも、学校は感じてはいるものの、正直に言う

とまかないきれないでいるというのが正直な

ところです。私が居た木崎野小学校や上久保小

学校では、地域の方々に全て頼るわけではあり

ませんが、やはり地域の方々のご協力をいただ

いて、おじいちゃんおばあちゃん達が散歩する

ときには、可能な限り子供達の下校時の時間帯

に合わせてもらえるようなことを老人クラブ

等の方に働きかける部分もあって、その部分も

新しい何かを作って、新しい組織を作ってどっ

かで何かを中心にやるっていうのは、中々厳し

い状況があるので、今やっているものでお互い

に共通理解を図って活かしていくっていう部

分にどの学校も重きをおいているのかと思っ

ています。 

そして、大事なことは、現状を学校や委員会

から発信していくことが大事だと思います。 

それぞれの学校でもやっているとは思いま

すが、私共委員会の方でも今まで以上に発信し

ていくことって大事かなと思っています。 

幸い、来週市連Ｐの方の総会もあります。そ

このところでも、少しでもこちらから発信して

いくのが大事かなと考えております。 

その他ございますでしょうか。 

 

■相沢委員 

 これを考えるきっかけとなったのが、宅配業

者が家に配達に来た時に、その事件の話になり、

三沢市にも不審者らしき人がいるという話を

されました。学校側からだと家族や関係のある

地域の方に声掛けすることはやっているとは

思うのですが、幅広く情報を受け取ることがも

っと出来るのかなと、市内の会社や様々な業種

の人も情報を持っているのかなと思ったので、

そういう方々にも何かあったら教えてほしい

という働きかけをできるのかなと思いました。 

視点を広く持って情報提供を呼びかけたら

どうかと思いました。以上です。 
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■冨田教育長 

 大変貴重なご意見ありがとうございます。 

 その他ございますか。 

 

■宮野委員 

 私も同じようなことでのお話しをしたかっ

たのですけれども、相沢さんがお話しになって

お答えもいただいたので答えていただく必要

ありません。 

 やはり、いつどこでどういう事件が起きても

おかしくないような社会情勢だなと思って気

になっていました。 

 私も、警察のボランティア関係もやっていま

すし、学区でいうと岡三沢小学校の安全確保ボ

ランティアにも名を連ねて出来る範囲でやる

ようにしていますが、皆さんいろんな形で関わ

っていて一生懸命やってくださっている気が

します。 

 例えば岡三沢小学校ですと、やれる人がやれ

る時にやっているのですが、マンパワーの方も

下校時毎日立って声かけてくださっています

し、見守ってくださっています。 

私の場合は朝しかできませんが、朝見たり

しています。 

あと、様々な仕事関係の団体が子供１１０

番みたいな看板を車につけて防犯的なボラン

ティアを車に見えるようなところに貼るよう

にしているのですけれども、三沢はそれなりに

いろんな形で皆がやっているような気がして

います。 

絶対ここからは悲惨な事件などは起こした

くないというような思いですので、教育委員会

の方でもいろんな形で、いろんな時に皆に声を

かけていただいて、そういう意識を皆で持ちた

いなという思いでいます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 その他ございませんでしょうか。 

■立花委員 

 私も同じような考えなのですが、昨年から始

まった三沢版コミュニティスクール。 

地域との連携の中でもやはり今回の事件を

聞いて重点事項として取り組む方向でお互い

が共通認識することが大事なのかなと感じて

います。 

もしコーディネーターの皆様とお話しする

ときは、課長さんの方からもお願いして取り組

んでもらえないかなと私も感じました。 

 

■生涯学習課長 

 地域コーディネーターを活用して、見守り等

の方もいろんなボランティアを活用してやっ

たらどうかというようなお話だと思います。 

今年度は研修会を、行う予定でいます。 

県の方でも研修会もありますので、その際に

会議の中でも申し上げますし、当然、その事件

事故の話は話題にもなってくるかとは思いま

す。 

各学校によってボランティアの幅・種類が異

なりますので、どの学校がどこまでというのは

申し上げられませんが、ボランティアを活用し

て様々な角度から見守る方向性でボランティ

アの方々を活用していけるようにコーディネ

ーターに研修会を開催して参りたいと思いま

す。 

 

■冨田教育長 

 その他ございませんでしょうか。 

 

■黒沢委員 

 新年度が始まって２か月が経とうとしてい

ますが、併せて間もなく教育支援の受付等が始

まるかと思います。 

学校で新年度が始まって特に問題なく進ん

でいるかということと、教育支援に関しては心

をかけて対応していただきたいというお願い

です。 
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■冨田教育長 

 その他ございますでしょうか。 

ないようですので、暫時休憩といたしまして、

人事案件の為、別室へ移動をお願いしたいと思

います。 

 

                   

 

暫時休憩  １４：１０ 

 

再  開  １４：１８ 

 

教育長室において、議案第１号、県費負担教

職員の交通事故について審議し、原案のとおり

承認された。 

 

                   

 

閉会  １５時００分 

 

 

 

 

 

 

■会議録署名者 

 

 教育委員  立 花   肇 

 

 教育委員  黒 沢 のぞみ 

 

 書  記  種 市 剛 大 
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